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気副準位間の Zeeman 遷移を観測した。今まで Zeeman 遷移を直接観測した例はほとんど報告されていなかったが、
本実験では Zeeman 遷移と電気四重極子遷移の二重のシェルビングを利用して Zeeman 遷移の検出に成功した。 














の冷却実験を実際に行い、振動量子数として 0.02 以下というほぼ 100％に近い振動基底状態を実現するとともに、数
値解析と比較して一貫性を明らかにした。さらに、イオンを用いた量子状態制御を行う上での新たな方法として、ゼ
ーマン遷移と電気四重極遷移の二重のシェルビングを利用した基底状態の磁気副準位間のゼーマン遷移の観測実験
について述べている。 
 本論文は冷却イオンを用いた量子情報処理の基盤技術である振動基底状態発生について新たな知見が述べられて
おり、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
